
�愛媛県告示第１９９０号
次のように瀬戸内海環境保全特別措置法（昭和４８年法律第

１１０号。以下「法」という。）第５条第１項の規定に基づく

特定施設の設置の許可の申請があった。

なお、法第５条第３項に規定する書面は、愛媛県庁及び新

居浜市役所において告示の日から３週間公衆の縦覧に供する

。

平成１７年１１月１１日

愛媛県知事 加 戸 守 行

１ 申請者の名称、住所及びその代表者の氏名

新居浜電子株式会社

新居浜市王子町１番１号

代表取締役社長 渡邊光廣

２ 事業場の名称及び所在地

新居浜電子株式会社

新居浜市王子町１番１号

３ 特定施設に関する事項

� 新ＲＴＲめっき２号

� 銅めっき装置（１４号、１５号）
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告 示

特 定 施 設 の 種 類 政令別表第１第６６号 電気めっき施設

特 定 施 設 の 能 力 １日当たり１６１キログラム処理

工事の着手予定年月日 許可後直ちに

工事の完成予定年月日 着手後約２ヶ月

使用開始の予定年月日 完成後直ちに

特定施設の使用時間間隔 連 続

特定施設の１日当たりの使
用時間 ２４時間

特定施設の使用の季節的変
動の概要 無 し

特定施設か

ら排出され

る汚水等の

汚染状態の

項 目 イオン交換系 還 元 系

水素イオン
濃度（水素
指数）

通常 ２．０～３．０

最大 ２．０～３．０

通常 ３．０～５．０

最大 ３．０～５．０

特定施設の使用時間間隔 連続（ただし土・日曜日は除く）

特定施設の１日当たりの使
用時間 ２４時間

特定施設の使用の季節的変
動の概要 無 し

特定施設か

ら排出され

る汚水等の

汚染状態の

値

項 目 蒸 留 系 イオン交換
系 濃 縮 系

水素イオン
濃度（水素
指数）

通常
８．９～９．５
最大

８．０～１０．０

通常
３．０～５．０
最大

２．０～６．０

通常
１０．０～１１．５
最大

１０．０～１２．５

化学的酸素
要求量（単
位 １リッ
トルにつき
ミリグラム）

通常
１０
最大
２０

通常
２
最大
２

通常
１５０
最大
１７０

浮遊物質量
（単位 １
リットルに
つきミリグ
ラム）

通常
５
最大
５

通常
５
最大
５

通常
５
最大
５

窒素含有量
（単位 １
リットルに
つきミリグ
ラム）

通常
２
最大
３

通常
１０
最大
１５

通常
１５０
最大
２００

りん含有量
（単位 １
リットルに
つきミリグ
ラム）

通常
０．１
最大
０．１

通常
０．１
最大
０．３

通常
３０
最大
５０

汚水等の１日当たりの量

（単位 立方メートル）

通常
１１．４
最大
１２．７

通常
３１．７
最大
３５．１

通常
１．９
最大
２．２

備考 発生する汚水は、汚水処理施設�において処理し、処理水は全
て再利用する。

特 定 施 設 の 種 類
水質汚濁防止法施行令（昭和４６年政令
第１８８号。以下「政令」という。）別
表第１第６６号 電気めっき施設

特 定 施 設 の 能 力 １日当たり４８０キログラム処理

工事の着手予定年月日 許可後直ちに

工事の完成予定年月日 着手後約１ヶ月

使用開始の予定年月日 完成後直ちに

毎週（火・金）曜日発行 第１７１０号 平成１７年１１月１１日

平成１７年１１月１１日金曜日 第１７１０号
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４ 汚水等の処理施設に関する事項

� 汚水処理施設�

� 汚水処理施設�

５ 事業場から排出される汚水等の汚染状態の通常の値及び

最大の値並びに汚水等の１日当たりの量

設 置 年 月 日 平成１７年５月１日

処 理 施 設 の 種 類 物理処理及び化学処理

処 理 施 設 の 型 式 物理処理及び化学処理

処 理 施 設 の 構 造 鋼材及び塩化ビニール等

処 理 施 設 の 主 要 寸 法 １２２．４メートル×１２メートル×８メー
トル

処 理 施 設 の 能 力 １日当たり５，３２８立方メートル処理

汚 水 等 の 処 理 の 方 式 還元法、中和法及びイオン交換法

処理施設の使用時間間隔 連 続

処理施設の１日当たりの使
用時間 ２４時間

処理施設の使用の季節的変
動の概要 無 し

処理施設に

よる処理前

及び処理後

の汚水等の

汚染状態の

値

項 目
処 理 前 処 理 後

イオン交換
系 還元中和系 イオン交換

系

水素イオン
濃度（水素
指数）

通常
４．０～１２．０
最大

３．０～１３．０

通常
４．０～１２．０
最大

３．０～１３．０

通常
６．０～８．０
最大

５．８～８．６

化学的酸素
要求量（単
位 １リッ
トルにつき
ミリグラム）

通常
７．１
最大
１０．６

通常
２．９
最大
９．５

通常
４．９
最大
７．４

浮遊物質量
（単位 １
リットルに
つきミリグ
ラム）

通常
５
最大
１０

通常
５
最大
１０

通常
５
最大
１０

窒素含有量
（単位 １
リットルに
つきミリグ
ラム）

通常
１．７
最大
２．３

通常
１．５
最大
２．４

通常
５．３
最大
７．２

りん含有量
（単位 １
リットルに
つきミリグ
ラム）

通常
１
最大
１

通常
１．６
最大
２．５

通常
０．５
最大
０．８

汚水等の１日当たりの量

（単位 立方メートル）

通常
３，８７２
最大
４，０８０

通常
１８５
最大
１９７

通常
６０２
最大
６３０

備考 処理水の一部は、再利用する。

汚水等の１日当たりの量

（単位 立方メートル）

通常
１９０
最大
２２１

通常
９５
最大
１１０

通常
１２
最大
１４

通常
０．８
最大
０．９

備考 処理水は、系内循環水として再利用し、処理残�は、産業廃棄
物処理業者に処理委託する。

設 置 年 月 日 平成１３年３月１５日

処 理 施 設 の 種 類 物理処理

処 理 施 設 の 型 式 物理処理

処 理 施 設 の 構 造 鋼材及び塩化ビニール等

処 理 施 設 の 主 要 寸 法 １８メートル×２０メートル×４．７７メート
ル

処 理 施 設 の 能 力 １日当たり４０９立方メートル処理

汚 水 等 の 処 理 の 方 式 蒸留法、蒸発法及びイオン交換法

処理施設の使用時間間隔 連続（ただし土・日曜日は除く）

処理施設の１日当たりの使
用時間 ２４時間

処理施設の使用の季節的変
動の概要 無 し

処理施設に

よる処理前

及び処理後

の汚水等の

汚染状態の

値

項 目
処 理 前 処 理 後

イオン交
換系 蒸 留 系 濃 縮 系 濃 縮 系

水素イオン
濃度（水素
指数）

通常
８．９～９．５
最大

８．０～
１０．０

通常
３．０～５．０
最大

２．０～６．０

通常
１０．０～
１１．５
最大

１０．０～
１２．５

通常
１２．０～
１３．５
最大

１２．０～
１３．５

化学的酸素
要求量（単
位 １リッ
トルにつき
ミリグラム）

通常
２
最大
２

通常
１０
最大
２０

通常
１５０
最大
１７０

通常
２，７００
最大
２，８００

浮遊物質量
（単位 １
リットルに
つきミリグ
ラム）

通常
５
最大
５

通常
５
最大
５

通常
５
最大
５

通常
１，３００
最大
２，１００

窒素含有量
（単位 １
リットルに
つきミリグ
ラム）

通常
１０
最大
１５

通常
２
最大
３

通常
１５０
最大
２００

通常
４，６００
最大
６，０００

りん含有量
（単位 １
リットルに
つきミリグ
ラム）

通常
０．１
最大
０．３

通常
０．１
最大
０．１

通常
３０
最大
５０

通常
４７０
最大
７５０

値 化学的酸素
要求量（単
位 １リッ
トルにつき
ミリグラム）

通常 ８．３

最大 １２．５

通常 ２．４

最大 ３．６

浮遊物質量
（単位 １
リットルに
つきミリグ
ラム）

通常 ５

最大 １０

通常 ５

最大 １０

窒素含有量
（単位 １
リットルに
つきミリグ
ラム）

通常 １．４

最大 ２．１

通常 １．１

最大 １．７

りん含有量
（単位 １
リットルに
つきミリグ
ラム）

通常 １

最大 １

通常 １

最大 １

汚水等の１日当たりの量

（単位 立方メートル）

通常 ３２７

最大 ３４５

通常 １８

最大 １９

備考 発生する汚水は、汚水処理施設�において処理する。

汚水等の汚

染状態の値

水素イオン
濃度（水素
指数）

通常 ５．８～８．６

最大 ５．８～８．６

化学的酸素
要求量（単
位 １リッ
トルにつき
ミリグラム）

通常 ４．３

最大 ８．０

愛 媛 県 報平成１７年１１月１１日 第１７１０号
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�愛媛県告示第１９９１号
次のように瀬戸内海環境保全特別措置法（昭和４８年法律第

１１０号。以下「法」という。）第８条第１項の規定に基づく

特定施設の構造等の変更の許可の申請があった。

なお、法第８条第３項において準用する法第５条第３項に

規定する書面は、愛媛県庁及び新居浜市役所において告示の

日から３週間公衆の縦覧に供する。

平成１７年１１月１１日

愛媛県知事 加 戸 守 行

１ 申請者の名称、住所及びその代表者の氏名

新居浜電子株式会社

新居浜市王子町１番１号

代表取締役社長 渡邊光廣

２ 事業場の名称及び所在地

新居浜電子株式会社

新居浜市王子町１番１号

３ 特定施設の種類

水質汚濁防止法施行令（昭和４６年政令第１８８号）別表第

１第６５号及び第６６号

４ 変更しようとする事項の内容

汚水等の処理の方法及び排出水の汚染状態及び量の変更

５ 汚水等の処理施設に関する事項

� 汚水処理施設�

� 汚水処理施設�

７ 事業場から排出される汚水等の汚染状態の通常の値及び

最大の値並びに汚水等の１日当たりの量

１号排出口

浮遊物質量
（単位 １
リットルに
つきミリグ
ラム）

通常 ５

最大 １０

窒素含有量
（単位 １
リットルに
つきミリグ
ラム）

通常 ５．８

最大 ８．１

りん含有量
（単位 １
リットルに
つきミリグ
ラム）

通常 ０．４２

最大 ０．７６

汚水等の１日当たりの量

（単位 立方メートル）

通常 １，３９４

最大 １，５２３

備考 この他に、雨水排水口が１箇所ある。

変 更 前 変 更 後

処 理 施 設 の 能 力
１日当たり
３２０立方メ
ートル処理

１日当たり４０９立方メー
トル処理

処理施設に

よる処理前

及び処理後

の汚水等の

汚染状態の

値

項 目 処理
前

処理
後

処 理 前 処理
後

イオ
ン交
換系

蒸留
系

濃縮
系

濃縮
系

水素イオン
濃度（水素
指数）

通常
０．７～
１１．５
最大
０．５～
１２．５

通常
６．５～
７．５
最大
６．０～
８．０

通常
８．９～
９．５
最大
８．０～
１０．０

通常
３．０～
５．０
最大
２．０～
６．０

通常
１０．０～
１１．５
最大
１０．０～
１２．５

通常
１２．０～
１３．５
最大
１２．０～
１３．５

化学的酸素
要求量（単
位 １リッ
トルにつき
ミリグラム）

通常
１０
最大
１５

通常
２未満
最大
２未満

通常
２
最大
２

通常
１０
最大
２０

通常
１５０
最大
１７０

通常
２，７００
最大
２，８００

浮遊物質量
（単位 １
リットルに
つきミリグ
ラム）

通常
５未満
最大
５未満

通常
５未満
最大
５未満

通常
５
最大
５

通常
５
最大
５

通常
５
最大
５

通常
１，３００
最大
２，１００

窒素含有量
（単位 １
リットルに
つきミリグ
ラム）

通常
１２
最大
１６

通常
１未満
最大
１未満

通常
１０
最大
１５

通常
２
最大
３

通常
１５０
最大
２００

通常
４，６００
最大
６，０００

りん含有量
（単位 １
リットルに
つきミリグ
ラム）

通常
１．２
最大
２．０

通常
０．１
未満
最大
０．１
未満

通常
０．１
最大
０．３

通常
０．１
最大
０．１

通常
３０
最大
５０

通常
４７０
最大
７５０

汚水等の１日当たりの量

（単位 立方メートル）

通常
２６７
最大
３１５

通常
２６２
最大
３１０

通常
１９０
最大
２２１

通常
９５
最大
１１０

通常
１２
最大
１４

通常
０．８
最大
０．９

備考 処理水は、系内循環水として再利用し、処理残�は、産業廃棄
物処理業者に処理委託する。

変 更 前 変 更 後

処理施設に

よる処理前

及び処理後

の汚水等の

汚染状態の

値

項 目 処理前 処理後
処 理 前 処理後

イオン
交換系

還元中
和系

イオン
交換系

水素イオン
濃度（水素
指数）

通常
４．０～
１２．０
最大
３．０～
１３．０

通常
６．０～
８．０
最大
５．８～
８．６

通常
４．０～
１２．０
最大
３．０～
１３．０

通常
４．０～
１２．０
最大
３．０～
１３．０

通常
６．０～
８．０
最大
５．８～
８．６

化学的酸素
要求量（単
位 １リッ
トルにつき
ミリグラム）

通常
６．２
最大
９．４

通常
４．６
最大
６．９

通常
７．１
最大
１０．６

通常
２．９
最大
９．５

通常
４．９
最大
７．４

浮遊物質量
（単位 １
リットルに
つきミリグ
ラム）

通常
５未満
最大
５未満

通常
５未満
最大
５未満

通常
５
最大
１０

通常
５
最大
１０

通常
５
最大
１０

窒素含有量
（単位 １
リットルに
つきミリグ
ラム）

通常
１．９
最大
３．１

通常
６．８
最大
９．３

通常
１．７
最大
２．３

通常
１．５
最大
２．４

通常
５．３
最大
７．２

りん含有量
（単位 １
リットルに
つきミリグ
ラム）

通常
０．５
最大
０．８

通常
０．５
最大
０．８

通常
１
最大
１

通常
１．６
最大
２．５

通常
０．５
最大
０．８

汚水等の１日当たりの量

（単位 立方メートル）

通常
４，２５１
最大
４，５６４

通常
４，２５１
最大
４，５６４

通常
３，８７２
最大
４，０８０

通常
１８５
最大
１９７

通常
６０２
最大
６３０

汚水等の汚

染状態の値

項 目 変 更 前 変 更 後

化学的酸素
要求量（単
位 １リッ
トルにつき
ミリグラム）

通常 ４．２

最大 ７．８

通常 ４．３

最大 ８．０

窒素含有量
（単位 １
リットルに
つきミリグ
ラム）

通常 ６．４

最大 ８．６

通常 ５．８

最大 ８．１

汚水等の１日当たりの量

（単位 立方メートル）

通常 １，４５４

最大 １，６０２

通常 １，３９４

最大 １，５２３

愛 媛 県 報平成１７年１１月１１日 第１７１０号
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�愛媛県告示第１９９２号
身体障害者福祉法（昭和２４年法律第２８３号）第１５条第１項の規定により、次のように医師の指定をした。

平成１７年１１月１１日

愛媛県知事 加 戸 守 行

�愛媛県告示第１９９３号
身体障害者福祉法（昭和２４年法律第２８３号）第１７条の４第１項の規定により、次のとおり指定居宅支援事業者を指定した。

平成１７年１１月１１日

愛媛県知事 加 戸 守 行

�愛媛県告示第１９９４号
身体障害者福祉法（昭和２４年法律第２８３号）第１７条の４第１項の規定により、次のとおり指定居宅支援事業者を指定した。

平成１７年１１月１１日

愛媛県知事 加 戸 守 行

�愛媛県告示第１９９５号
身体障害者福祉法（昭和２４年法律第２８３号）第１７条の４第１項の規定により、次のとおり指定居宅支援事業者を指定した。

平成１７年１１月１１日

愛媛県知事 加 戸 守 行

診断する身体障害の種類 診療科名 病 院 又 は
診療所の名 称 医 師 氏 名 同 左 所 在 地 指定年月日

心臓・じん臓・呼吸器機能障
害 循 環 器 科 宇和島社会保険病

院 城 � 昌 典 宇和島市賀古町二丁目１－３７ 平成
１７年１１月１日

肢 体 不 自 由 脳神経外科 医療法人綮愛会石
川病院 岡 � 敏 之 四国中央市上分町７３２番地１ 〃

ぼうこう又は直腸・小腸機能
障害 外 科 公立学校共済組合

四国中央病院 松 山 和 男 四国中央市川之江町２２３３番地 〃

視 覚 障 害 眼 科 〃 井 上 昌 幸 〃 〃

音声、言語又はそしゃく・肢
体不自由・心臓・じん臓・呼
吸器・ぼうこう又は直腸・小
腸機能障害

内科・リハビ
リテーション
科

米湊わたなべクリ
ニック 渡 邉 英 次 伊予市米湊１４７７番１ 〃

肢 体 不 自 由 内 科 波 方 中 央 病 院 臼 谷 佐和子 今治市波方町樋口甲１６８３番地１ 〃

肢体不自由・じん臓・呼吸器
・小腸機能障害 〃 喜多医師会病院 池 本 純 大洲市徳森字小鳥越２６３２－３ 〃

肢体不自由・音声、言語又は
そしゃく機能障害 神 経 内 科

国立大学法人愛媛
大学医学部附属病
院

永 井 将 弘 東温市志津川 〃

呼 吸 器 機 能 障 害 呼吸器内科 医療法人社団久和
会立花病院 井 内 英 人 新居浜市喜光地町一丁目１３番地２９号 〃

視 覚 障 害 眼 科
国立大学法人愛媛
大学医学部附属病
院

白 石 敦 東温市志津川 〃

事業者番号
指 定 居 宅 支 援 事 業 者

サービスの種類
指 定 居 宅 支 援 事 業 所 指 定

年 月 日名 称 主たる事務所
の 所 在 地 代表者の氏名 名 称 所 在 地

３８０００１００２１０１３３ 社会福祉法人聖風会 西条市氷見字上寺丙
１９５番地 眞 鍋 敏 朗 身体障害者短

期入所
身体障害者短期入所
事業所ていずい

西条市禎瑞字相生５
番３８５番地

平成１７年
１１月１日

事業者番号
指 定 居 宅 支 援 事 業 者

サービスの種類
指 定 居 宅 支 援 事 業 所 指 定

年 月 日名 称 主たる事務所
の 所 在 地 代表者の氏名 名 称 所 在 地

３８０００１００２１１１２３ 社会福祉法人聖風会 西条市氷見字上寺丙
１９５番地 眞 鍋 敏 朗 身体障害者デ

イサービス
身体障害者デイサー
ビスセンターていず
い

西条市禎瑞字相生５
番３８５番地

平成１７年
１１月１日

愛 媛 県 報平成１７年１１月１１日 第１７１０号
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�愛媛県告示第１９９７号
身体障害者福祉法（昭和２４年法律第２８３号）第１９条の２第

１項の規定に基づき、次のとおり更生医療を担当させる医療

機関を指定した。

平成１７年１１月１１日

愛媛県知事 加 戸 守 行

�������
�愛媛県告示第１９９８号
森林法（昭和２６年法律第２４９号）第２６条の２第２項の規定

により、次のように保安林の指定を解除する。

平成１７年１１月１１日

愛媛県知事 加 戸 守 行

１ 解除に係る保安林の所在場所

新居浜市大永山字須領スズ尾３４４の１、字鶴嘴３３９の１

（以上２筆について次の図に示す部分に限る。）

２ 保安林として指定された目的

水源のかん養

３ 解除の理由

道路用地とするため

（「次の図」は、省略し、その図面を愛媛県庁及び新居浜

市役所に備え置いて縦覧に供する。）

�������
�愛媛県告示第１９９９号
次のように公有水面埋立法（大正１０年法律第５７号。以下「

法」という。）第２条第１項の規定に基づく埋立ての免許の

出願があった。

法第３条第１項に規定する書面及び関係図書は、愛媛県庁

、松山地方局建設部及び松山市役所において告示の日から起

算して３週間公衆の縦覧に供する。

平成１７年１１月１１日

愛媛県知事 加 戸 守 行

１ 出願者の氏名又は名称及び住所並びに法人にあっては、

その代表者の氏名及び住所

松山市

松山市二番町四丁目７番地２

代表者 松山市長 中村 時広

松山市岩崎町一丁目７番７号

２ 埋立区域及び埋立てに関する工事の施行区域

� 埋立区域

ア 位置

松山市元怒和甲９４２番１から同甲５７５番１までの地

先公有水面

イ 区域

次の１点から１３点までを順次直線で結んだ線並びに

１３点と１点を結ぶ春分及び秋分の満潮位（Ｃ．Ｄ．Ｌ

．＋３．７１メートル）の陸と公有水面との接する線によ

り囲まれた区域

基点（松山市元怒和甲９４２番１地先に設置された金

属鋲）は、北緯３３度５８分２７秒、東経１３２度３２分２９秒の

地点

１点は、基点から真北３１５度３０分２８秒１９．７５メート

ルの地点

２点は、１点から真北１５２度１８分２９秒１．３８メートル

の地点

３点は、２点から真北１６５度３６分１４秒１．１１メートル

の地点

４点は、３点から真北１８８度０６分１４秒１．１１メートル

の地点

５点は、４点から真北２１０度３６分１４秒１．１１メートル

の地点

６点は、５点から真北２３３度０６分１４秒１．１１メートル

の地点

７点は、６点から真北２５５度３６分１４秒１．１１メートル

の地点

８点は、７点から真北２７８度０６分１４秒１．１１メートル

の地点

９点は、８点から真北２９２度４６分００秒１．１４メートル

�愛媛県告示第１９９６号
身体障害者福祉法（昭和２４年法律第２８３号）第１７条の１０第１項の規定により、次のとおり指定身体障害者療護施設を指定し

た。

平成１７年１１月１１日

愛媛県知事 加 戸 守 行

事業者番号
指 定 居 宅 支 援 事 業 者

サービスの種類
指 定 居 宅 支 援 事 業 所 指 定

年 月 日名 称 主たる事務所
の 所 在 地 代表者の氏名 名 称 所 在 地

３８０００１００２１２１１３ 社会福祉法人聖風会 西条市氷見字上寺丙
１９５番地 眞 鍋 敏 朗 身体障害者居

宅介護
身体障害者居宅介護
事業所ていずい

西条市禎瑞字相生５
番３８５番地

平成１７年
１１月１日

事業者番号
指 定 身 体 障 害 者 療 護 施 設 の 設 置 者

サービスの種類
指 定 身 体 障 害 者 療 護 施 設 指 定

年 月 日名 称 主たる事務所
の 所 在 地 代表者の氏名 名 称 所 在 地

３８０００１００２０９４１６ 社会福祉法人聖風会 西条市氷見字上寺丙
１９５番地 眞 鍋 敏 朗 身体障害者療

護施設
身体障害者療護施設
ていずい

西条市禎瑞字相生５
番３８５番地

平成１７年
１１月１日

名 称 所 在 地
担当すべき医療
の種類

指 定
年 月 日

レデイいよ米湊調
剤薬局

伊予市米湊１３７２番
地１

平成１７年
１１月１日

愛 媛 県 報平成１７年１１月１１日 第１７１０号
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の地点

１０点は、９点から真北３０８度１５分５０秒３．５１メートル

の地点

１１点は、１０点から真北３１５度０９分３７秒５．２２メートル

の地点

１２点は、１１点から真北３２２度２８分３１秒５．７１メートル

の地点

１３点は、１２点から真北５７度２２分１２秒０．５３メートルの

地点

ウ 面積

１３２．２５平方メートル

� 埋立てに関する工事の施行区域

ア 位置

松山市元怒和甲５１０番から同甲５７５番１までの地先

公有水面及び陸域

イ 区域

次の１点から１３点までを順次直線で結んだ線並びに

１３点と１点を直線で結んだ線により囲まれた区域

基点（松山市元怒和甲９４２番１地先に設置された金

属鋲）は、北緯３３度５８分２７秒、東経１３２度３２分２９秒の

地点

１点は、基点から真北２１３度２３分２４秒８．４９メートル

の地点

２点は、１点から真北２２６度５２分１８秒１５．９１メート

ルの地点

３点は、２点から真北３１６度３１分１７秒４．７９メートル

の地点

４点は、３点から真北２２６度３１分１７秒５６．２７メート

ルの地点

５点は、４点から真北３１７度２０分２９秒６２．７２メート

ルの地点

６点は、５点から真北６３度５３分２４秒７８．４６メートル

の地点

７点は、６点から真北５度１８分０２秒１．２９メートルの

地点

８点は、７点から真北２９１度３６分００秒４．１５メートル

の地点

９点は、８点から真北６６度０４分５５秒５．８８メートルの

地点

１０点は、９点から真北６４度１３分２８秒５．２７メートルの

地点

１１点は、１０点から真北５３度１９分４３秒６．１１メートルの

地点

１２点は、１１点から真北１５２度０９分４６秒３．４５メートル

の地点

１３点は、１２点から真北１５３度０８分５１秒３９．３８メート

ルの地点

ウ 面積

４，３５５．６０平方メートル

３ 埋立地の用途

漁港施設用地 約１３０平方メートル

４ 出願年月日

平成１７年１１月２日

�愛媛県告示第２０００号
次のように公有水面埋立法（大正１０年法律第５７号。以下「

法」という。）第２条第１項の規定に基づく埋立ての免許の

出願があった。

法第３条第１項に規定する書面及び関係図書は、愛媛県庁

、松山地方局建設部及び松山市役所において告示の日から起

算して３週間公衆の縦覧に供する。

平成１７年１１月１１日

北条港港湾管理者 愛媛県

代表者 愛媛県知事 加 戸 守 行

１ 出願者の氏名又は名称及び住所並びに法人にあっては、

その代表者の氏名及び住所

愛媛県

松山市一番町四丁目４番地２

代表者 愛媛県知事 加戸 守行

松山市御宝町１１９番１

２ 埋立区域及び埋立てに関する工事の施行区域

� 埋立区域

ア 位置

第一工区

松山市北条辻１６０３番１の地先公有水面

第二工区

松山市北条１０８２番１から同市北条辻１６０３番１までの

地先公有水面

イ 区域

第一工区

次の１点から７点までを順次直線で結んだ線及び７

点と１点を結ぶ平成１５年の秋分の満潮位（Ｃ．Ｄ．Ｌ

．＋３．３３メートル）における陸と公有水面との接する

線により囲まれた区域

基点（松山市北条辻１６０３番１７地先の護岸上に設置さ

れた金属鋲）は、北緯３３度５８分３４秒、東経１３２度４６分

１５秒の地点

１点は、基点から真北２９度５８分４３秒２８．６９メートル

の地点

２点は、１点から真北２３度４５分３５秒３８．５２メートル

の地点

３点は、２点から真北２９３度４５分３５秒０．７７メートル

の地点

４点は、３点から真北２３度４５分３５秒８．００メートルの

地点

５点は、４点から真北１１３度４５分３５秒０．７７メートル

の地点

６点は、５点から真北２３度４５分３５秒１５．２２メートル

の地点

７点は、６点から真北３３６度０７分３１秒２．９２メートル

の地点

第二工区

次の７点から１３点までを直線で結んだ線及び１３点と

７点を結ぶ平成１５年の秋分の満潮位（Ｃ．Ｄ．Ｌ．＋

３．３３メートル）における陸と公有水面との接する線に

より囲まれた区域

基点（松山市北条辻１６０３番１７地先の護岸上に設置さ

愛 媛 県 報平成１７年１１月１１日 第１７１０号
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れた金属鋲）は、北緯３３度５８分３４秒、東経１３２度４６分

１５秒の地点

７点は、基点から真北２４度２１分０６秒９２．２２メートル

の地点

６点は、７点から真北２３度４５分３５秒２．９２メートルの

地点

８点は、６点から真北１０８度２７分１３秒３９．０６メート

ルの地点

９点は、８点から真北１８度２７分１３秒０．７７メートルの

地点

１０点は、９点から真北１０８度２７分１３秒８．００メートル

の地点

１１点は、１０点から真北１９８度２７分１３秒０．７７メートル

の地点

１２点は、１１点から真北１０８度２７分１３秒３７．３６メート

ルの地点

１３点は、１２点から真北６３度２７分１３秒３．６８メートルの

地点

ウ 面積

第一工区 １５８．７８平方メートル

第二工区 ２２６．５６平方メートル

合計 ３８５．３４平方メートル

� 埋立てに関する工事の施行区域

ア 位置

第一工区

松山市北条辻１６０３番１７から同市北条１１５５番１５までの

地先公有水面及び陸域

第二工区

松山市北条１１５５番１５から同１０８２番１１までの地先公有

水面及び陸域

イ 区域

第一工区

次のＡ点からＦ点までを順次直線で結んだ線及びＦ

点とＡ点を直線で結んだ線により囲まれた区域

基点（松山市北条辻１６０３番１７地先の護岸上に設置さ

れた金属鋲）は、北緯３３度５８分３４秒、東経１３２度４６分

１５秒の地点

Ａ点は、基点から真北１０１度０７分２０秒５．３９メートル

の地点

Ｂ点は、Ａ点から真北９９度３１分５６秒１０２．７０メートル

の地点

Ｃ点は、Ｂ点から真北３２５度５２分１２秒１２０．０８メート

ルの地点

Ｄ点は、Ｃ点から真北３３６度０７分３１秒２．９２メートル

の地点

Ｅ点は、Ｄ点から真北４度１０分３８秒２４．６６メートル

の地点

Ｆ点は、Ｅ点から真北２０４度５７分１４秒１００．６３メート

ルの地点

第二工区

次のＢ点からＣ点までを直線で結んだ線及びＣ点と

Ｂ点を直線で結んだ線により囲まれた区域

基点（松山市北条辻１６０３番１７地先の護岸上に設置さ

れた金属鋲）は、北緯３３度５８分３４秒、東経１３２度４６分

１５秒の地点

Ｂ点は、基点から真北９９度３６分４２秒１０８．０９メートル

の地点

Ｇ点は、Ｂ点から真北２１度５４分４０秒９１．３１メートル

の地点

Ｈ点は、Ｇ点から真北２８９度３２分５０秒５２．０４メート

ルの地点

Ｉ点は、Ｈ点から真北２９３度２１分３８秒１７．０１メート

ルの地点

Ｅ点は、Ｉ点から真北２９６度１０分４３秒４０．３０メート

ルの地点

Ｄ点は、Ｅ点から真北１７６度１０分３８秒２４．６６メート

ルの地点

Ｃ点は、Ｄ点から真北１５６度０７分３１秒２．９２メートル

の地点

ウ 面積

第一工区 ５，６３２．７７平方メートル

第二工区 ５，７８３．３９平方メートル

合計 １１，４１６．１６平方メートル

３ 埋立地の用途

ふ頭用地 約３８０平方メートル

４ 出願年月日

平成１７年１１月８日

�������
�愛媛県告示第２００１号
次のように公有水面埋立法（大正１０年法律第５７号。以下「

法」という。）第２条第１項の規定に基づく埋立ての免許の

出願があった。

法第３条第１項に規定する書面及び関係図書は、愛媛県庁

、松山地方局建設部及び松山市役所において告示の日から起

算して３週間公衆の縦覧に供する。

平成１７年１１月１１日

愛媛県知事 加 戸 守 行

１ 出願者の氏名又は名称及び住所並びに法人にあっては、

その代表者の氏名及び住所

愛媛県

松山市一番町四丁目４番地２

代表者 愛媛県知事 加戸 守行

松山市御宝町１１９番１

２ 埋立区域及び埋立てに関する工事の施行区域

� 埋立区域

ア 位置

松山市元怒和甲５１１番から同甲５７５番１までの地先

公有水面

イ 区域

次の１点から１３点までを順次直線で結んだ線及び１３

点から１５点までを結ぶ春分及び秋分の満潮位（Ｃ．Ｄ

．Ｌ．＋３．７１メートル）の陸と公有水面との接する線

並びに１５点から２７点までを順次直線で結んだ線及び２７

点と１点を結ぶ春分及び秋分の満潮位（Ｃ．Ｄ．Ｌ．

＋３．７１メートル）の陸と公有水面との接する線により

囲まれた区域

愛 媛 県 報平成１７年１１月１１日 第１７１０号
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基点（松山市元怒和甲９４２番１地先に設置された金

属鋲）は、北緯３３度５８分２７秒、東経１３２度３２分２９秒の

地点

１点は、基点から真北２３５度４３分１７秒１６．０５メート

ルの地点

２点は、１点から真北３５１度０９分４６秒５．９６メートル

の地点

３点は、２点から真北２９５度２５分５２秒５．０６メートル

の地点

４点は、３点から真北２９９度４３分２１秒５．００メートル

の地点

５点は、４点から真北３０４度５８分０５秒５．００メートル

の地点

６点は、５点から真北３１０度５０分３０秒４．３５メートル

の地点

７点は、６点から真北２２３度４０分０６秒１．６３メートル

の地点

８点は、７点から真北３１５度２０分４８秒１．９８メートル

の地点

９点は、８点から真北４６度２８分１３秒１．６３メートルの

地点

１０点は、９点から真北３１９度０８分５３秒２．１８メートル

の地点

１１点は、１０点から真北３２６度３８分３０秒５．００メートル

の地点

１２点は、１１点から真北３３３度２２分２０秒５．００メートル

の地点

１３点は、１２点から真北３３９度０６分１８秒５．００メートル

の地点

１４点は、１３点から真北６４度３５分４０秒９．７６メートルの

地点

１５点は、１４点から真北１５２度３１分４８秒８．６３メートル

の地点

１６点は、１５点から真北２３７度２２分１２秒０．５３メートル

の地点

１７点は、１６点から真北８５度０６分１９秒５．７１メートルの

地点

１８点は、１７点から真北１３５度０９分３７秒５．２２メートル

の地点

１９点は、１８点から真北１２８度１５分５０秒３．５１メートル

の地点

２０点は、１９点から真北１１２度４６分００秒１．１４メートル

の地点

２１点は、２０点から真北９８度０６分１４秒１．１１メートルの

地点

２２点は、２１点から真北７５度３６分１４秒１．１１メートルの

地点

２３点は、２２点から真北５３度０６分１４秒１．１１メートルの

地点

２４点は、２３点から真北３０度３６分１４秒１．１１メートルの

地点

２５点は、２４点から真北８度０６分１４秒１．１１メートルの

地点

２６点は、２５点から真北３４５度３６分１４秒１．１１メートル

の地点

２７点は、２６点から真北３３２度１８分２９秒１．３８メートル

の地点

ウ 面積

４１９．９７平方メートル

� 埋立てに関する工事の施行区域

ア 位置

松山市元怒和甲５１０番から同甲５７５番１までの地先

公有水面及び陸域

イ 区域

次の１点から１３点までを順次直線で結んだ線並びに

１３点と１点を直線で結んだ線により囲まれた区域

基点（松山市元怒和甲９４２番１地先に設置された金

属鋲）は、北緯３３度５８分２７秒、東経１３２度３２分２９秒の

地点

１点は、基点から真北２１３度２３分２４秒８．４９メートル

の地点

２点は、１点から真北２２６度５２分１８秒１５．９１メート

ルの地点

３点は、２点から真北３１６度３１分１７秒４．７９メートル

の地点

４点は、３点から真北２２６度３１分１７秒５６．２７メート

ルの地点

５点は、４点から真北３１７度２０分２９秒６２．７２メート

ルの地点

６点は、５点から真北６３度５３分２４秒７８．４６メートル

の地点

７点は、６点から真北５度１８分０２秒１．２９メートルの

地点

８点は、７点から真北２９１度３６分００秒４．１５メートル

の地点

９点は、８点から真北６６度０４分５５秒５．８８メートルの

地点

１０点は、９点から真北６４度１３分２８秒５．２７メートルの

地点

１１点は、１０点から真北５３度１９分４３秒６．１１メートルの

地点

１２点は、１１点から真北１５２度０９分４６秒３．４５メートル

の地点

１３点は、１２点から真北１５３度０８分５１秒３９．３８メート

ルの地点

ウ 面積

４，３５５．６０平方メートル

３ 埋立地の用途

道路用地 約３８５平方メートル

漁港施設用地 約 ３０平方メートル

水路用地 約 ５平方メートル

合 計 約４２０平方メートル

４ 出願年月日

平成１７年１１月２日
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�愛媛県告示第２００２号
公有水面埋立法（大正１０年法律第５７号。以下「法」という

。）第２２条第１項の規定により、次のように埋立てに関する

工事のしゅん功を認可した。

なお、法第２２条第３項に規定する図書は、八幡浜市役所に

おいて告示の日から起算して１０年を経過する日まで閲覧する

ことができる。

平成１７年１１月１１日

愛媛県知事 加 戸 守 行

１ しゅん功認可を受けた者の氏名又は名称及び住所並びに

法人にあっては、その代表者の氏名及び住所

八幡浜市

八幡浜市北浜一丁目１番１号

代表者 八幡浜市長 高橋 英吾

八幡浜市１５５７番地の１

２ 埋立区域

� 位置

八幡浜市保内町磯崎１４６８番地先の公有水面

� 区域

次の１点から８点までを順次直線で結んだ線並びに８

点と１点を結ぶ春分及び秋分の満潮位（Ｃ．Ｄ．Ｌ＋３．

３０メートル）の陸と公有水面との接する線により囲まれ

た区域

基点（八幡浜市保内町磯崎１４６８番地先に設置された標

柱）は、北緯３３度３２分３９秒、東経１３２度２４分５４秒の地点

１点は、基点から真北３４７度１１分３２秒４９．２１メートル

の地点

２点は、１点から真北３５０度４６分３７秒１０４．９２メートル

の地点

３点は、２点から真北５９度３１分１８秒２１．８７メートルの

地点

４点は、３点から真北１４９度３１分５５秒１１．８９メートル

の地点

５点は、４点から真北２３９度１５分５６秒０．６９メートルの

地点

６点は、５点から真北１４９度３３分１３秒７５．０１メートル

の地点

７点は、６点から真北５９度５０分２２秒０．７２メートルの地

点

８点は、７点から真北１４９度４０分４３秒１０．６７メートル

の地点

� 面積

３，９４５．５３平方メートル

３ 埋立ての免許の年月日及び番号

平成８年８月２８日 愛媛県指令河第５１７号

４ しゅん功認可年月日

平成１７年１１月１１日

�愛媛県告示第２００３号
道路法（昭和２７年法律第１８０号）第１８条第１項の規定に基づき、道路の区域を次のように変更する。

その関係図面は、西条地方局建設部において告示の日から２週間一般の縦覧に供する。

平成１７年１１月１１日

愛媛県知事 加 戸 守 行

�愛媛県告示第２００４号
道路法（昭和２７年法律第１８０号）第１８条第１項の規定に基づき、道路の区域を次のように変更する。

その関係図面は、今治地方局建設部において告示の日から２週間一般の縦覧に供する。

平成１７年１１月１１日

愛媛県知事 加 戸 守 行

�愛媛県告示第２００５号
道路法（昭和２７年法律第１８０号）第１８条第２項の規定に基づき、道路の供用を次のように開始する。

その関係図面は、今治地方局建設部において告示の日から２週間一般の縦覧に供する。

平成１７年１１月１１日

道路の種類 路 線 名 区 間 旧・新
別

敷 地 の
幅 員

メートル

延 長

キロメートル

備 考

県 道 壬生川新居浜野田線
西条市小松町新屋敷字元和甲９９０番５から

同町新屋敷字元和甲９８２番４まで

旧 １３．６～２７．２ ０．０４１

新 １３．６～３０．５ ０．０４１

道路の種類 路 線 名 区 間 旧・新
別

敷 地 の
幅 員

メートル

延 長

キロメートル

備 考

県 道 弓削島循環線
越智郡上島町弓削明神６０番から

同町弓削明神１番３まで

旧 ４．０～１０．０ ０．２５５

新 ９．０～１２．０ ０．２５５
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古紙配合率100％再生紙を使用しています 

公 告

�公 告

争議行為の通知の公表について

全国一般労働組合愛媛地方本部執行委員長藤波武男から次

のとおり争議行為を行う旨の通知が平成１７年１１月４日あった

ので公表する。

平成１７年１１月１１日

愛媛県知事 加 戸 守 行

１ 事件 平成１７年度年末一時金・その他

２ 日時 平成１７年１１月１５日正午以降本問題が完全解決に至

る間

３ 場所

病 院 名 所 在 地

財団法人 創精会 松山市美沢一丁目１０の３８

医療法人 敬愛会久米病院 松山市南久米７２３

医療法人 清和会和ホスピタル 松山市柳原７３９

財団法人 真光会 松山市南高井１４９１

医療法人 北辰会まなべ病院 西条市氷見丙４７７

財団法人 新居浜精神衛生研究所
財団新居浜病院 新居浜市松原町１３の４７

医療法人 十全会十全第二病院 新居浜市角野新田町１の１の
２８

八幡浜医師会立双岩病院 八幡浜市若山４番耕地１６３

４ 概要 前記記載の場所においてあらゆる形の争議行為を

単独又は併用して実施する。

愛媛県知事 加 戸 守 行

道路の種類 路 線 名 供 用 開 始 の 区 間 供用開始の日

県 道 弓削島循環線
越智郡上島町弓削明神６０番から

同町弓削明神１番３まで
平成１７年１１月１１日

平成１７年１１月１１日 印刷
平成１７年１１月１１日 発行

購読料（送料共） １箇月１，７５０円１１６０
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